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（
２
面
に
続
く
）

リーダーさん Ｑ & Ａリーダーさん Ｑ & Ａ

山口町古文化保存会　

会長　辻 英一郎さん（59歳）名来在住

辻山口町古文化保存会会長

名来地区にある自動車教習所からの風景
広告

発　行
山口地域コミュニテイ

編　集
宮っ子山口版
編集委員会

先人の伝統を継承し、新たな絆を追加先人の伝統を継承し、新たな絆を追加

―
古
文
化
保
存
会
設
立
の
経
緯
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

辻
　
山
口
町
古
文
化
保
存
会
は
、

前
の
組
織
を
衣
替
え
し
て
平
成
9

（
１
９
９
７
）
年
に
立
ち
上
げ
た

組
織
で
す
。

　
基
本
は
、
山
口
町
各
地
区
の
自

治
会
組
織
内
の
古
文
化
保
存
関
係

を
統
合
し
立
ち
上
げ
た
組
織
で
す
。

　
過
去
に
、
名
来
地
区
で
は
袖
下

踊
り
の
音
頭
取
り
が
高
齢
化
で
少

な
く
な
り
、
下
山
口
地
区
の
音
頭

取
り
に
協
力
を
依
頼
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
袖
下
踊
り

の
踊
り
子
も
高
齢
化
に
よ
り
減
少

し
て
い
ま
し
た
。

　
袖
下
踊
り
は
昭
和
49
（
１
９
７

４
）年
に「
山
口
町
袖
下
踊
り
」
と

し
て
西
宮
市
の
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
、
こ
れ
を
契
機
に
保

存
活
動
が
強
化
さ
れ
て
今
に
至
っ

て
い
ま
す
。
古
文
化
保
存
会
を
伝

承
し
て
い
く
上
で
、
ど
の
よ
う
に

し
た
ら
良
い
か
を
考
え
る
組
織
と

し
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
先
人
の

方
々
の
苦
心
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

―
会
長
に
就
任
し
た
経
緯
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

辻
　
古
文
化
保
存
会
の
内
容
に
つ

い
て
は
素
人
に
近
い
状
態
で
す
が
、

前
会
長
の
杠ゆ

ず
り
は

武
晴
さ
ん
が
相
談
役

と
し
て
支
え
て
く
だ
さ
る
の
で
、

会
長
職
を
何
と
か
行
っ
て
い
ま
す
。

　
山
口
町
自
治
会
連
合
会
の
組
織

の
中
で
杠
さ
ん
が
会
長
と
し
て
任

命
さ
れ
て
私
は
名
来
自
治
会
の
副

会
長
と
し
て
古
文
化
保
存
会
に
所

属
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
杠
さ
ん
の
時
に
、
副
会
長
と
し

て
在
籍
し
て
い
ま
し
た
の
で
古
文

化
保
存
会
は
今
年
で
3
年
目
に
な

り
ま
す
。
古
文
化
保
存
会
の
会
長

職
の
任
期
は
2
年
な
の
で
令
和
８

年
度
の
1
年
と
そ
の
後
の
相
談
役

と
し
て
2
年
の
活
動
が
あ
り
ま
す

の
で
、
副
会
長
の
時
か
ら
し
ま
す

　
左
の
写
真
は
、
名
来
地
区
に
あ

る
自
動
車
教
習
所
か
ら
道
場
方
面

を
撮
っ
た
風
景
で
す
。
天
候
の
良

い
冬
の
写
真
で
、
中
央
近
く
に
見

え
る
鉄
塔
は
送
電
線
（
道
場
町
地

域
）
で
す
。
そ
の
下
に
は
、
新
名

神
高
速
道
路
が
見
え
ま
す
。
手
前

の
山
に
は
神
戸
市
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ

ス
が
あ
り
ま
す
。

　
名
来
地
区
は
昭
和
47
（
１
９
７

２
）
年
か
ら
行
わ
れ
た
区
画
整
理

▽
令
和
8
年
度

�

お
や
こ
で
あ
そ
ぼ

参
加
募
集
（
会
員
制
）

募
集
対
象
：�

令
和
6
年
4
月
1
日
以

前
生
ま
れ
の（
就
園
前
）

の
子
と
保
護
者

開 

催 

日
：�

令
和
8
年
4
月
〜
令
和

9
年
3
月
ま
で
の
木
曜

日

　
　
　
　
　年
間
18
回
（
予
定
）

募
集
人
数
：
親
子
20
組

▽
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ

�

＆
ビ
ン
ゴ
大
会

日
　
　時
：�

3
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　
14
時
開
場

　
　
　
　
　14
時
15
分
〜
17
時

場
　
　所
：
山
口
ホ
ー
ル

対
　
　象
：
乳
幼
児
〜
小
学
生

申
し
込
み
：
要
　
チ
ケ
ッ
ト
制

　
　
　
　
　�児
童
セ
ン
タ
ー
に
て
配

布
（
無
料
）。
先
着
１

５
０
人

　
詳
細
は
山
口
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

☎
0
7
8
・
9
0
4
・
2
0
5
5

　「
戦
国
時
代
の
お
城
」

�

丸
山
城
と
そ
の
時
代

参
加
費
：
無
料

対
　象
：
一
般

先
　着
：
40
人

講
　師
：
近
畿
大
学
文
芸
学
部

　
　
　
　文
化・歴
史
学
科
准
教
授

�

新
谷
和
之
さ
ん

　
3
月
の
催
し
は
、
2
月
か
ら
受

け
付
け
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細
は
山
口
公
民
館
へ

☎
0
7
8
・
9
0
4
・
0
2
8
7

▼
3
月
8
日
（
日
）

　
13
時
半
〜
15
時

　「
プ
テ
ィ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

�

・
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
」

参
加
費
：
無
料

対
　象
：
一
般

先
　着
：
40
人

講
　師
：
プ
テ
ィ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

　
　
　
　代
表�

岡
本
由
紀
子
さ
ん

▼
3
月
24
日
（
火
）

　
14
時
〜
15
時
半

ド
面
の
整
備
と
ソ
フ
ト
面
の
伝
統

継
承
を
、
地
域
の
人
が
中
心
と

な
っ
て
持
続
し
て
き
た
結
果
で
す
。

布
団
だ
ん
じ
り
や
お
神
楽
は
、
単

な
る
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
、「
自

分
た
ち
の
文
化
」
と
い
う
意
識
を

持
っ
て
い
ま
す
。
会
場
、
倉
庫
、

備
品
な
ど
の
整
備
が
進
ん
だ
こ
と

で
準
備
の
負
担
が
減
り
、
そ
の
結

果
、
子
ど
も
や
若
者
の
参
加
が
増

え
ま
し
た
。

公
民
館　　だ

よ
り

マイ
ペット

　
白
い
猫
の
プ
ー
ち
ゃ
ん
を
5
年
ほ
ど
前
か
ら
飼
い

始
め
、
そ
の
後
、
黒
い
猫
の
レ
オ
ン
ち
ゃ
ん
が
わ
が

家
に
来
ま
し
た
。
2
匹
は
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
家
族
の
み
ん
な
も
、
こ
の
子
た
ち
と
毎
日
、
平
和

に
楽
し
く
生
活
し
て
い
ま
す
。

�

名
来
Y・F
a
m
i
l
y

第14回

ふ
る
さ
と
再
発
見

児
童
セ
ン
タ
ー
お
知
ら
せ

児
童
セ
ン
タ
ー
お
知
ら
せ

事
業
で
大
き
く
変

化
し
ま
し
た
。
こ

の
事
業
で
イ
ン
フ

ラ
が
整
備
さ
れ
、

住
み
や
す
い
街
に

な
り
ま
し
た
。
こ

の
事
業
は
昭
和
53

年
に
完
了
し
て
い

ま
す
。

　
名
来
地
区
は
地

域
の
整
備
事
業
を

成
功
さ
せ
、
さ
ら

に
「
布
団
だ
ん
じ

り
」や「
お
神
楽
」

と
い
っ
た
伝
統
行

事
も
継
続
的
に
行

わ
れ
、
活
発
化
し

て
い
ま
す
。
ハ
ー

平
ひら
田
た
配
はい
水
すい
池
ち

有馬富士



（₃） （₂）　 　第378号 第378号令和₈年₃月₁日 令和₈年₃月₁日や ま ぐ ち や ま ぐ ち

＊
（
１
面
か
ら
続
く
）

家庭での生活が困難な60歳以上の方が低料金でサービスが受けられる

- - -問い合わせ

高台に立ち、絶景が望める空気のきれいなところ

広告

セントポーリア愛の郷
特別養護老人ホーム
社会福祉法人緑峯会入居者募集入居者募集

施設見学
大歓迎！

笑顔で対応します！
受付時間　9:00～17:00

078-907-1165（担当：西垣）
兵庫県西宮市山口町上山口 1584-1

食事がおいしい
（料理療法も盛んです）

● 特養 １１０床・ショートステイ 10床

● 全室個室 ： トイレ、洗面完備

● ユニット型 ： １０名程度のなじみのグループで生活
楽しい音楽療法、イベント充実
（音楽療法士３名が対応）

広告

やまぐち・トピックスやまぐち・トピックス　
下
山
口
地
区
の
自
主
防
災
訓
練

が
昨
年
11
月
9
日
、
下
山
口
会
館

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
朝

か
ら
激
し
い
雨
が
降
り
、
悪
天
候

の
条
件
の
た
め
室
外
の
訓
練
は
中

止
に
な
り
ま
し
た
が
、
約
50
人
が

下
山
口
会
館
に
集
合
。
13
時
30
分

か
ら
西
宮
消
防
局
北
消
防
署
山
口

分
署
の
署
員
の
指
導
の
下
、
心
肺

蘇
生
（
C
P
R
）
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

　
心
肺
蘇
生
は
、
心
停
止
や
呼
吸

停
止
の
人
に
対
し
て
全
身
に
血
流

と
酸
素
供
給
を
維
持
す
る
た
め
の

応
急
手
当
で
す
。
胸
骨
圧
迫
を
中

心
に
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
人
工

呼
吸
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
を
組
み
合
わ
せ
ま
す
。

訓
練
で
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
の
実

演
が
あ
り
、
休
憩
を
挟
ん
だ
後
、

市
・
防
災
危
機
管
理
課
の
職
員
に

よ
る
避
難
や
備
え
な
ど
に
関
す
る

講
座
を
聴
講
。
太
田
寿
長
自
治
会

長
に
よ
る
あ
い
さ
つ
で
15
時
過
ぎ

に
訓
練
を
終
了
し
ま
し
た
。

し
く
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
大
人
は
、
最
初
は
余
裕
を
持
っ

て
競
技
し
て
い
ま
し
た
が
、
子
ど

も
た
ち
の
ス
コ
ア
や
自
分
の
ス
コ

ア
な
ど
が
気
に
な
り
始
め
、
真
剣

モ
ー
ド
に
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。

団
体
優
勝
は
下
山
口
地
区
で
し
た
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
小
学
生

か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
め
る
競
技

で
す
。
次
回
も
奮
っ
て
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

　
自
治
会
と
参
加
者
21
人
で
製
作

開
始
。
し
め
縄
を
綯な

う
作
業
は
藁わ
ら

束
を
3
束
に
分
け
、
2
束
を
右
巻

き
に
ね
じ
り
な
が
ら
縄
に
し
ま
す
。

そ
の
2
本
を
左
上
に
巻
き
つ
け
て

太
い
縄
に
編
み
込
み
ま
す
。
必
要

な
長
さ
ま
で
綯
っ
た
ら
端
を
止
め
、

残
り
の
束
も
編
み
込
ん
で
完
成
で

す
。

　
今
回
作
っ
た
し
め
縄
の
本
数
は

山
王
神
社
の
鳥
居
1
本
、
本
殿
の

外
、
本
殿
の
内
、
手
洗
場
、
小
宮
、

稲
荷
神
社
、
秋
葉
神
社
の
合
計
7

本
で
す
。
日
常
の
右
縄
と
は
逆
方

向
に
綯
う
し
め
縄
は
「
日
常
か
ら

一
線
を
引
き
、
神
聖
な
も
の
と
し

て
整
え
て
作
る
」
と
い
う
意
味
が

込
め
ら
れ
る
「
特
別
な
縄
」
で
す
。

　
し
め
縄
に
は
地
域
の
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
参
拝
の
折
に

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
昨
年
は
市
の
文
化
財
課
か
ら
講

師
を
招
い
て
山
口
町
の
歴
史
、
古

文
化
に
つ
い
て
講
演
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

―
地
域
に
伝
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
？

辻
　
袖
下
踊
り
だ
け
で
な
く
、
い

ろ
い
ろ
な
山
口
町
の
古
文
化
を
次

世
代
の
方
に
伝
承
し
て
い
く
の
が

古
文
化
保
存
会
の
使
命
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
古
文
化
は
地
域
住
民
の
共
有
の

財
産
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
で
守
り
続
け
ら
れ
る
文
化
的

遺
産
で
す
。
今
後
と
も
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
記
事
　
西
口
　
育
宏
）

―
若
い
世
代
へ
の
継
承
に
ど
の
よ

う
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
か
？

辻
　
名
来
地
区
の
事
例
で
申
し
上

げ
ま
す
と
、
自
治
会
を
通
じ
て
地

域
の
皆
さ
ん
に
声
掛
け
を
行
っ
て

い
ま
す
。
袖
下
踊
り
育
成
部
員
や

音
頭
取
り
に
つ
い
て
は
、
少
し
ず

つ
で
す
が
効
果
が
あ
り
、
保
存
会

の
人
数
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
2
年
に
１
度
の
盆
踊
り
中
央
大

会
、
毎
年
の
中
央
伝
習
会
な
ど
の

周
知
は
、
各
自
治
会
に
お
願
い
し

て
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
山
口
町
の
古

文
化
の
広
が
り
を
願
う
た
め
、
各

地
区
の
関
係
者
が
一
同
に
会
し
て

交
流
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
各
地

区
の
皆
さ
ん
が
多
く
集
ま
り
、
大

―
他
団
体
と
の
連
携
は
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
ま
す
か
？

辻
　
古
文
化
保
存
会
を
立
ち
上
げ

て
か
ら
は
、
山
口
町
徳
風
会
、
自

治
会
、
婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

山
口
中
学
校
、
山
口
小
学
校
、
山

口
幼
稚
園
な
ど
の
方
々
の
さ
ら
な

る
協
力
を
頂
き
な
が
ら
運
営
し
て

い
ま
す
。

　
地
域
の
方
の
参
加
、
協
力
な
し

に
古
文
化
は
保
存
で
き
ま
せ
ん
。

　
音
頭
取
り
は
、
各
地
区
に
部
会

が
存
在
し
、
取
り
ま
と
め
役
と
し

て
わ
れ
わ
れ
古
文
化
保
存
会
が
あ

り
ま
す
。お
神
楽
は
名
来
地
区
が

中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
の

地
区
か
ら
も
育
成
部
へ
の
参
加
は

可
能
で
す
。

と
合
計
6
年
間
古
文
化
保
存
会
に

関
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
昨
年
、
西
宮
市
制
１
０
０
周
年

の
事
業
が
あ
り
、
袖
下
踊
り
の
参

加
申
し
込
み
を
当
時
の
会
長
が

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
本
来
古
文
化
保
存
会
の
会
長
は

昨
年
か
ら
下
山
口
地
区
の
担
当
で

し
た
が
、
西
宮
市
制
１
０
０
周
年

の
事
業
に
当
初
か
ら
関
与
し
て
い

た
た
め
、
名
来
地
区
の
私
が
引
き

続
き
務
め
て
い
る
次
第
で
す
。

　
西
宮
市
制
1
0
0
周
年
の
事
業

に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
関
連

団
体
へ
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
き

ま
し
た
の
で
、
次
の
方
へ
と
途
中

で
交
代
す
る
の
も
迷
惑
に
な
り
ま

す
。

12
月
７
日
　
山
口
中
学
校
　

�

下
山
口
し
め
縄
づ
く
り

12
月
12
日
　
北
六
甲
台
小
学
校

�

マ
ラ
ソ
ン
大
会

1
月
7
日
　
連
合
老
人
会
　

今
年
の
恵
方
は
南
南
東
で
和
歌
山
方
面
で
す
。

淡
島
神
社
、
立
神
社
、
玉
津
島
神
社
に
お
参

り
し
ま
し
た

12
月
16
日
　
山
口
小
学
校
　
４
年
生

校
外
学
習
　
バ
ン
ド
ー
神
戸
青
少
年
科
学

館
・
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー

　
山
口
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
（
Ｓ

Ｃ
21
）
主
催
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
（
Ｇ
Ｇ
大
会
）
が
、
山
口

小
学
校
の
運
動
場
で
昨
年
12
月
13

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
チ
ー
ム
は
、
１

チ
ー
ム
３
人
で
４
チ
ー
ム
で
す
。

各
地
区
か
ら
は
、
す
み
れ
台
が
1

チ
ー
ム
4
人
、
中
野
地
区
が
3

チ
ー
ム
12
人
、
上
山
口
地
区
が
3

チ
ー
ム
12
人
、
下
山
口
地
区
が
3

チ
ー
ム
12
人
、
名
来
地
区
が
2

チ
ー
ム
8
人
で
、
合
計
16
チ
ー
ム
、

60
人
（
保
護
者
を
含
ま
ず
）
が
参

加
し
、
16
ホ
ー
ル
を
競
い
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
と
注

意
が
あ
り
、
競
技
は
12
時
30
分
に

開
始
。
天
候
も
良
く
、
子
ど
も
た

ち
も
ス
タ
ー
ト
マ
ッ
ト
か
ら
ク
ラ

ブ
で
ボ
ー
ル
を
打
ち
、
ワ
イ
ワ
イ

ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
途
中
で
マ
ー

カ
ー
を
付
け
ま
す
が
、
そ
れ
も
楽

　
船
坂
の
し
め
縄
づ
く
り
を
山
王

神
社
総
代
主
催
で
行
い
ま
し
た
。

毎
年
行
わ
れ
る
し
め
縄（
注
連
縄
）

づ
く
り
は
、
12
月
下
旬
の
日
曜
日

に
山
王
神
社
と
船
坂
自
治
会
が
協

力
し
て
行
い
ま
す
。
昨
年
は
12
月

21
日
、
午
前
9
時
30
分
か
ら
開
始

し
ま
し
た
。

下
山
口
地
区

下
山
口
地
区

��

自
主
防
災
訓
練

自
主
防
災
訓
練

山
口
Ｓ
Ｃ
21

�

Ｇ
Ｇ
大
会

船
坂
し
め
縄
づ
く
り

下山口地区自主防災訓練

ＧＧ大会の表彰式

船坂自治会の皆さんによるしめ縄づくり
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（
１
面
か
ら
続
く
）

家庭での生活が困難な60歳以上の方が低料金でサービスが受けられる

- - -問い合わせ

高台に立ち、絶景が望める空気のきれいなところ

広告

セントポーリア愛の郷
特別養護老人ホーム
社会福祉法人緑峯会入居者募集入居者募集

施設見学
大歓迎！

笑顔で対応します！
受付時間　9:00～17:00

078-907-1165（担当：西垣）
兵庫県西宮市山口町上山口 1584-1

食事がおいしい
（料理療法も盛んです）

● 特養 １１０床・ショートステイ 10床

● 全室個室 ： トイレ、洗面完備

● ユニット型 ： １０名程度のなじみのグループで生活
楽しい音楽療法、イベント充実
（音楽療法士３名が対応）

広告

やまぐち・トピックスやまぐち・トピックス　
下
山
口
地
区
の
自
主
防
災
訓
練

が
昨
年
11
月
9
日
、
下
山
口
会
館

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
朝

か
ら
激
し
い
雨
が
降
り
、
悪
天
候

の
条
件
の
た
め
室
外
の
訓
練
は
中

止
に
な
り
ま
し
た
が
、
約
50
人
が

下
山
口
会
館
に
集
合
。
13
時
30
分

か
ら
西
宮
消
防
局
北
消
防
署
山
口

分
署
の
署
員
の
指
導
の
下
、
心
肺

蘇
生
（
C
P
R
）
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

　
心
肺
蘇
生
は
、
心
停
止
や
呼
吸

停
止
の
人
に
対
し
て
全
身
に
血
流

と
酸
素
供
給
を
維
持
す
る
た
め
の

応
急
手
当
で
す
。
胸
骨
圧
迫
を
中

心
に
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
人
工

呼
吸
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
を
組
み
合
わ
せ
ま
す
。

訓
練
で
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
の
実

演
が
あ
り
、
休
憩
を
挟
ん
だ
後
、

市
・
防
災
危
機
管
理
課
の
職
員
に

よ
る
避
難
や
備
え
な
ど
に
関
す
る

講
座
を
聴
講
。
太
田
寿
長
自
治
会

長
に
よ
る
あ
い
さ
つ
で
15
時
過
ぎ

に
訓
練
を
終
了
し
ま
し
た
。

し
く
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
大
人
は
、
最
初
は
余
裕
を
持
っ

て
競
技
し
て
い
ま
し
た
が
、
子
ど

も
た
ち
の
ス
コ
ア
や
自
分
の
ス
コ

ア
な
ど
が
気
に
な
り
始
め
、
真
剣

モ
ー
ド
に
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。

団
体
優
勝
は
下
山
口
地
区
で
し
た
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
小
学
生

か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
め
る
競
技

で
す
。
次
回
も
奮
っ
て
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

　
自
治
会
と
参
加
者
21
人
で
製
作

開
始
。
し
め
縄
を
綯な

う
作
業
は
藁わ

ら

束
を
3
束
に
分
け
、
2
束
を
右
巻

き
に
ね
じ
り
な
が
ら
縄
に
し
ま
す
。

そ
の
2
本
を
左
上
に
巻
き
つ
け
て

太
い
縄
に
編
み
込
み
ま
す
。
必
要

な
長
さ
ま
で
綯
っ
た
ら
端
を
止
め
、

残
り
の
束
も
編
み
込
ん
で
完
成
で

す
。

　
今
回
作
っ
た
し
め
縄
の
本
数
は

山
王
神
社
の
鳥
居
1
本
、
本
殿
の

外
、
本
殿
の
内
、
手
洗
場
、
小
宮
、

稲
荷
神
社
、
秋
葉
神
社
の
合
計
7

本
で
す
。
日
常
の
右
縄
と
は
逆
方

向
に
綯
う
し
め
縄
は
「
日
常
か
ら

一
線
を
引
き
、
神
聖
な
も
の
と
し

て
整
え
て
作
る
」
と
い
う
意
味
が

込
め
ら
れ
る
「
特
別
な
縄
」
で
す
。

　
し
め
縄
に
は
地
域
の
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
参
拝
の
折
に

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
昨
年
は
市
の
文
化
財
課
か
ら
講

師
を
招
い
て
山
口
町
の
歴
史
、
古

文
化
に
つ
い
て
講
演
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

―
地
域
に
伝
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
？

辻
　
袖
下
踊
り
だ
け
で
な
く
、
い

ろ
い
ろ
な
山
口
町
の
古
文
化
を
次

世
代
の
方
に
伝
承
し
て
い
く
の
が

古
文
化
保
存
会
の
使
命
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
古
文
化
は
地
域
住
民
の
共
有
の

財
産
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
で
守
り
続
け
ら
れ
る
文
化
的

遺
産
で
す
。
今
後
と
も
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
記
事
　
西
口
　
育
宏
）

―
若
い
世
代
へ
の
継
承
に
ど
の
よ

う
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
か
？

辻
　
名
来
地
区
の
事
例
で
申
し
上

げ
ま
す
と
、
自
治
会
を
通
じ
て
地

域
の
皆
さ
ん
に
声
掛
け
を
行
っ
て

い
ま
す
。
袖
下
踊
り
育
成
部
員
や

音
頭
取
り
に
つ
い
て
は
、
少
し
ず

つ
で
す
が
効
果
が
あ
り
、
保
存
会

の
人
数
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
2
年
に
１
度
の
盆
踊
り
中
央
大

会
、
毎
年
の
中
央
伝
習
会
な
ど
の

周
知
は
、
各
自
治
会
に
お
願
い
し

て
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
山
口
町
の
古

文
化
の
広
が
り
を
願
う
た
め
、
各

地
区
の
関
係
者
が
一
同
に
会
し
て

交
流
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
各
地

区
の
皆
さ
ん
が
多
く
集
ま
り
、
大

―
他
団
体
と
の
連
携
は
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
ま
す
か
？

辻
　
古
文
化
保
存
会
を
立
ち
上
げ

て
か
ら
は
、
山
口
町
徳
風
会
、
自

治
会
、
婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

山
口
中
学
校
、
山
口
小
学
校
、
山

口
幼
稚
園
な
ど
の
方
々
の
さ
ら
な

る
協
力
を
頂
き
な
が
ら
運
営
し
て

い
ま
す
。

　
地
域
の
方
の
参
加
、
協
力
な
し

に
古
文
化
は
保
存
で
き
ま
せ
ん
。

　
音
頭
取
り
は
、
各
地
区
に
部
会

が
存
在
し
、
取
り
ま
と
め
役
と
し

て
わ
れ
わ
れ
古
文
化
保
存
会
が
あ

り
ま
す
。お
神
楽
は
名
来
地
区
が

中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
の

地
区
か
ら
も
育
成
部
へ
の
参
加
は

可
能
で
す
。

と
合
計
6
年
間
古
文
化
保
存
会
に

関
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
昨
年
、
西
宮
市
制
１
０
０
周
年

の
事
業
が
あ
り
、
袖
下
踊
り
の
参

加
申
し
込
み
を
当
時
の
会
長
が

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
本
来
古
文
化
保
存
会
の
会
長
は

昨
年
か
ら
下
山
口
地
区
の
担
当
で

し
た
が
、
西
宮
市
制
１
０
０
周
年

の
事
業
に
当
初
か
ら
関
与
し
て
い

た
た
め
、
名
来
地
区
の
私
が
引
き

続
き
務
め
て
い
る
次
第
で
す
。

　
西
宮
市
制
1
0
0
周
年
の
事
業

に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
関
連

団
体
へ
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
き

ま
し
た
の
で
、
次
の
方
へ
と
途
中

で
交
代
す
る
の
も
迷
惑
に
な
り
ま

す
。

12
月
７
日
　
山
口
中
学
校
　

�

下
山
口
し
め
縄
づ
く
り

12
月
12
日
　
北
六
甲
台
小
学
校

�

マ
ラ
ソ
ン
大
会

1
月
7
日
　
連
合
老
人
会
　

今
年
の
恵
方
は
南
南
東
で
和
歌
山
方
面
で
す
。

淡
島
神
社
、
立
神
社
、
玉
津
島
神
社
に
お
参

り
し
ま
し
た

12
月
16
日
　
山
口
小
学
校
　
４
年
生

校
外
学
習
　
バ
ン
ド
ー
神
戸
青
少
年
科
学

館
・
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー

　
山
口
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
（
Ｓ

Ｃ
21
）
主
催
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
（
Ｇ
Ｇ
大
会
）
が
、
山
口

小
学
校
の
運
動
場
で
昨
年
12
月
13

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
チ
ー
ム
は
、
１

チ
ー
ム
３
人
で
４
チ
ー
ム
で
す
。

各
地
区
か
ら
は
、
す
み
れ
台
が
1

チ
ー
ム
4
人
、
中
野
地
区
が
3

チ
ー
ム
12
人
、
上
山
口
地
区
が
3

チ
ー
ム
12
人
、
下
山
口
地
区
が
3

チ
ー
ム
12
人
、
名
来
地
区
が
2

チ
ー
ム
8
人
で
、
合
計
16
チ
ー
ム
、

60
人
（
保
護
者
を
含
ま
ず
）
が
参

加
し
、
16
ホ
ー
ル
を
競
い
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
と
注

意
が
あ
り
、
競
技
は
12
時
30
分
に

開
始
。
天
候
も
良
く
、
子
ど
も
た

ち
も
ス
タ
ー
ト
マ
ッ
ト
か
ら
ク
ラ

ブ
で
ボ
ー
ル
を
打
ち
、
ワ
イ
ワ
イ

ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
途
中
で
マ
ー

カ
ー
を
付
け
ま
す
が
、
そ
れ
も
楽

　
船
坂
の
し
め
縄
づ
く
り
を
山
王

神
社
総
代
主
催
で
行
い
ま
し
た
。

毎
年
行
わ
れ
る
し
め
縄（
注
連
縄
）

づ
く
り
は
、
12
月
下
旬
の
日
曜
日

に
山
王
神
社
と
船
坂
自
治
会
が
協

力
し
て
行
い
ま
す
。
昨
年
は
12
月

21
日
、
午
前
9
時
30
分
か
ら
開
始

し
ま
し
た
。

下
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口
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区
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縄
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り

下山口地区自主防災訓練

ＧＧ大会の表彰式

船坂自治会の皆さんによるしめ縄づくり
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（
２
面
に
続
く
）

リーダーさん Ｑ & Ａリーダーさん Ｑ & Ａ

山口町古文化保存会　

会長　辻 英一郎さん（59歳）名来在住

辻山口町古文化保存会会長

名来地区にある自動車教習所からの風景
広告

発　行
山口地域コミュニテイ

編　集
宮っ子山口版
編集委員会

先人の伝統を継承し、新たな絆を追加先人の伝統を継承し、新たな絆を追加

―
古
文
化
保
存
会
設
立
の
経
緯
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

辻
　
山
口
町
古
文
化
保
存
会
は
、

前
の
組
織
を
衣
替
え
し
て
平
成
9

（
１
９
９
７
）
年
に
立
ち
上
げ
た

組
織
で
す
。

　
基
本
は
、
山
口
町
各
地
区
の
自

治
会
組
織
内
の
古
文
化
保
存
関
係

を
統
合
し
立
ち
上
げ
た
組
織
で
す
。

　
過
去
に
、
名
来
地
区
で
は
袖
下

踊
り
の
音
頭
取
り
が
高
齢
化
で
少

な
く
な
り
、
下
山
口
地
区
の
音
頭

取
り
に
協
力
を
依
頼
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
袖
下
踊
り

の
踊
り
子
も
高
齢
化
に
よ
り
減
少

し
て
い
ま
し
た
。

　
袖
下
踊
り
は
昭
和
49
（
１
９
７

４
）年
に「
山
口
町
袖
下
踊
り
」
と

し
て
西
宮
市
の
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
、
こ
れ
を
契
機
に
保

存
活
動
が
強
化
さ
れ
て
今
に
至
っ

て
い
ま
す
。
古
文
化
保
存
会
を
伝

承
し
て
い
く
上
で
、
ど
の
よ
う
に

し
た
ら
良
い
か
を
考
え
る
組
織
と

し
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
先
人
の

方
々
の
苦
心
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

―
会
長
に
就
任
し
た
経
緯
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

辻
　
古
文
化
保
存
会
の
内
容
に
つ

い
て
は
素
人
に
近
い
状
態
で
す
が
、

前
会
長
の
杠ゆ

ず
り
は

武
晴
さ
ん
が
相
談
役

と
し
て
支
え
て
く
だ
さ
る
の
で
、

会
長
職
を
何
と
か
行
っ
て
い
ま
す
。

　
山
口
町
自
治
会
連
合
会
の
組
織

の
中
で
杠
さ
ん
が
会
長
と
し
て
任

命
さ
れ
て
私
は
名
来
自
治
会
の
副

会
長
と
し
て
古
文
化
保
存
会
に
所

属
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
杠
さ
ん
の
時
に
、
副
会
長
と
し

て
在
籍
し
て
い
ま
し
た
の
で
古
文

化
保
存
会
は
今
年
で
3
年
目
に
な

り
ま
す
。
古
文
化
保
存
会
の
会
長

職
の
任
期
は
2
年
な
の
で
令
和
８

年
度
の
1
年
と
そ
の
後
の
相
談
役

と
し
て
2
年
の
活
動
が
あ
り
ま
す

の
で
、
副
会
長
の
時
か
ら
し
ま
す

　
左
の
写
真
は
、
名
来
地
区
に
あ

る
自
動
車
教
習
所
か
ら
道
場
方
面

を
撮
っ
た
風
景
で
す
。
天
候
の
良

い
冬
の
写
真
で
、
中
央
近
く
に
見

え
る
鉄
塔
は
送
電
線
（
道
場
町
地

域
）
で
す
。
そ
の
下
に
は
、
新
名

神
高
速
道
路
が
見
え
ま
す
。
手
前

の
山
に
は
神
戸
市
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ

ス
が
あ
り
ま
す
。

　
名
来
地
区
は
昭
和
47
（
１
９
７

２
）
年
か
ら
行
わ
れ
た
区
画
整
理

▽
令
和
8
年
度

�

お
や
こ
で
あ
そ
ぼ

参
加
募
集
（
会
員
制
）

募
集
対
象
：�

令
和
6
年
4
月
1
日
以

前
生
ま
れ
の（
就
園
前
）

の
子
と
保
護
者

開 

催 

日
：�

令
和
8
年
4
月
〜
令
和

9
年
3
月
ま
で
の
木
曜

日

　
　
　
　
　年
間
18
回
（
予
定
）

募
集
人
数
：
親
子
20
組

▽
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ

�

＆
ビ
ン
ゴ
大
会

日
　
　時
：�

3
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　
14
時
開
場

　
　
　
　
　14
時
15
分
〜
17
時

場
　
　所
：
山
口
ホ
ー
ル

対
　
　象
：
乳
幼
児
〜
小
学
生

申
し
込
み
：
要
　
チ
ケ
ッ
ト
制

　
　
　
　
　�児
童
セ
ン
タ
ー
に
て
配

布
（
無
料
）。
先
着
１

５
０
人

　
詳
細
は
山
口
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

☎
0
7
8
・
9
0
4
・
2
0
5
5

　「
戦
国
時
代
の
お
城
」

�

丸
山
城
と
そ
の
時
代

参
加
費
：
無
料

対
　象
：
一
般

先
　着
：
40
人

講
　師
：
近
畿
大
学
文
芸
学
部

　
　
　
　文
化・歴
史
学
科
准
教
授

�

新
谷
和
之
さ
ん

　
3
月
の
催
し
は
、
2
月
か
ら
受

け
付
け
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細
は
山
口
公
民
館
へ

☎
0
7
8
・
9
0
4
・
0
2
8
7

▼
3
月
8
日
（
日
）

　
13
時
半
〜
15
時

　「
プ
テ
ィ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

�

・
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
」

参
加
費
：
無
料

対
　象
：
一
般

先
　着
：
40
人

講
　師
：
プ
テ
ィ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

　
　
　
　代
表�

岡
本
由
紀
子
さ
ん

▼
3
月
24
日
（
火
）

　
14
時
〜
15
時
半

ド
面
の
整
備
と
ソ
フ
ト
面
の
伝
統

継
承
を
、
地
域
の
人
が
中
心
と

な
っ
て
持
続
し
て
き
た
結
果
で
す
。

布
団
だ
ん
じ
り
や
お
神
楽
は
、
単

な
る
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
、「
自

分
た
ち
の
文
化
」
と
い
う
意
識
を

持
っ
て
い
ま
す
。
会
場
、
倉
庫
、

備
品
な
ど
の
整
備
が
進
ん
だ
こ
と

で
準
備
の
負
担
が
減
り
、
そ
の
結

果
、
子
ど
も
や
若
者
の
参
加
が
増

え
ま
し
た
。

公
民
館　　だ

よ
り

マイ
ペット

　
白
い
猫
の
プ
ー
ち
ゃ
ん
を
5
年
ほ
ど
前
か
ら
飼
い

始
め
、
そ
の
後
、
黒
い
猫
の
レ
オ
ン
ち
ゃ
ん
が
わ
が

家
に
来
ま
し
た
。
2
匹
は
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
家
族
の
み
ん
な
も
、
こ
の
子
た
ち
と
毎
日
、
平
和

に
楽
し
く
生
活
し
て
い
ま
す
。

�

名
来
Y・F
a
m
i
l
y

第14回

ふ
る
さ
と
再
発
見

児
童
セ
ン
タ
ー
お
知
ら
せ

児
童
セ
ン
タ
ー
お
知
ら
せ

事
業
で
大
き
く
変

化
し
ま
し
た
。
こ

の
事
業
で
イ
ン
フ

ラ
が
整
備
さ
れ
、

住
み
や
す
い
街
に

な
り
ま
し
た
。
こ

の
事
業
は
昭
和
53

年
に
完
了
し
て
い

ま
す
。

　
名
来
地
区
は
地

域
の
整
備
事
業
を

成
功
さ
せ
、
さ
ら

に
「
布
団
だ
ん
じ

り
」や「
お
神
楽
」

と
い
っ
た
伝
統
行

事
も
継
続
的
に
行

わ
れ
、
活
発
化
し

て
い
ま
す
。
ハ
ー

平
ひら
田
た
配
はい
水
すい
池
ち

有馬富士


